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(百万円未満切捨て)

１．2022年10月期第２四半期の連結業績（2021年11月１日～2022年４月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年10月期第２四半期 135,891 11.5 5,556 － 3,948 － △630 －

2021年10月期第２四半期 121,865 △16.3 △6,515 － △8,998 － △8,960 －
(注) 包括利益 2022年10月期第２四半期 △2,746百万円( －％) 2021年10月期第２四半期 △11,200百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年10月期第２四半期 △4.08 －

2021年10月期第２四半期 △57.99 －
　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年10月期第２四半期 309,382 38,792 12.5

2021年10月期 319,628 16,432 5.1
(参考) 自己資本 2022年10月期第２四半期 38,729百万円 2021年10月期 16,369百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年10月期 － 0.00

2022年10月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2022年10月期の連結業績予想（2021年11月１日～2022年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 283,000 12.7 13,500 － 8,500 － 2,500 － 16.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年10月期２Ｑ 171,048,369株 2021年10月期 155,048,369株

② 期末自己株式数 2022年10月期２Ｑ 528,393株 2021年10月期 528,313株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年10月期２Ｑ 154,785,209株 2021年10月期２Ｑ 154,504,036株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】Ｐ.４
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2021年11月１日～2022年４月30日）における世界経済は、多くの国が新型コロナウ

イルス感染症（以下、感染症）対策と経済活動の両立へ向かう中、ロシア・ウクライナ情勢の悪化に伴うエネルギ

ー価格や原材料価格の高騰などの影響を受け、先行きが不透明な状況となりました。日本経済においては、感染症

に対するワクチン接種の進展に伴い、当連結会計年度の初めは新規感染者数が極めて低水準で推移していたことか

ら経済活動の持ち直しが見られましたが、2022年１月から新種の変異型ウイルスが再拡大し、抑制のための「まん

延防止等重点措置（以下、重点措置）」が全国的に適用されたことにより回復が鈍化しました。その後、2022年３

月に重点措置は解除され経済活動は回復基調にあります。海外の展開国においては、一部の国・地域において感染

症の影響は継続しているものの、全体として回復傾向にあります。

このような環境のもと、当社グループは、当連結会計年度も一定程度感染症の影響は継続するという前提としな

がらも、絶対黒字化を目標に掲げ、こうした状況下でも収益化が可能な事業基盤の強化と、将来の成長に向けた基

盤整備を進めております。

営業概況といたしましては、国内外事業ともに感染症による行動制限等の影響を受けましたが、総じて堅調な推

移となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループ業績は、売上高は1,358億91百万円（前年同期比11.5％

増）、営業利益は55億56百万円（前年同期営業損失65億15百万円）、経常利益は39億48百万円（前年同期経常損失

89億98百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は６億30百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損

失89億60百万円）となりました。

報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。

駐車場事業国内

当連結会計年度の初めは新規感染者数が継続的に減少したことにより交通量も感染症流行前の水準に近づき、駐

車場の稼働は順調に推移しました。その後、2022年１月中旬の感染症再拡大に伴い、全国的に重点措置の適用がな

されたことから、交通量が減少し駐車場の稼働も低下しましたが、３月に重点措置が解除されて以降再び持ち直し、

４月にかけて回復傾向となりました。

このような中、引き続き不採算駐車場の縮小に向けた取り組みを行うとともに、感染症の影響下でも収益化が可

能な駐車場を厳選して開発することにより事業の筋肉質化を推進しております。また、今後の収益性向上に向けた

取り組みとして、アプリケーション等を用いた決済手段の多様化や、より簡単に入出庫が可能な次世代駐車場サー

ビスの構築を進めております。

この結果、国内におけるタイムズパーキングの運営件数は17,569件（前連結会計年度末比1.7％減）、運営台数は

553,517台（同1.5％減）、月極駐車場及び管理受託駐車場等を含めた総運営件数は25,272件（同1.1％減）、総運営

台数は740,127台（同0.7％減）となり、当事業の売上高（セグメント間の内部売上高を含む）は773億14百万円（前

年同期比2.7％増）、営業利益は153億40百万円（同85.3％増）となりました。
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駐車場事業海外

当第２四半期連結累計期間における海外各国の連結対象期間は2021年10月１日～2022年３月31日となりますが、

主要な展開国における状況につきましては、豪州は当連結会計年度の初めに発令されていたロックダウンや行動制

限が段階的に緩和され、一部地域における集中豪雨による洪水の影響を受けたものの、駐車場の稼働は堅調に推移

いたしました。英国においては、2021年12月に在宅推奨等の行動規制がありましたが、2022年２月のイングランド

地方における規制撤廃以降、人流の回復に合わせ、駐車場の稼働は回復いたしました。その他の国につきましても

規制緩和の状況に合わせ稼働は堅調に推移しており、海外全体として、当第２四半期連結累計期間は堅調に推移い

たしました。

このような中、事業構造改革の一環として、駐車場の新規開発においては、日本国内におけるタイムズパーキン

グの特長である「小型・分散・ドミナント化」をベースとし、海外各国の事情に合わせた短期契約型駐車場「各国

版タイムズパーキング」の開発を推進してまいりました。また、英国では、土地オーナー様との個別の話し合いを

通じた解約や賃料改定によるコストの見直しや、その他の国においても管理・メンテナンスの効率化等の駐車場運

営コストの削減を積極的に推進し、事業の筋肉質化を進めました。

　この結果、海外の駐車場の総運営件数は2,298件（前連結会計年度末比3.8％増）、総運営台数は570,985台（同

3.5％減）となり、日本を含む全世界における駐車場の総運営件数は27,570件（同0.7％減）、総運営台数は

1,311,112台（同1.9％減）となり、当事業の売上高（セグメント間の内部売上高を含む）は256億41百万円（前年同

期比46.4％増）、営業損失は34億37百万円（前年同期営業損失76億49百万円）となりました。

モビリティ事業

タイムズカー（カーシェアとレンタカーの融合サービス）については、駐車場事業国内と同様、当連結会計年度

の初めはモビリティ車両の稼働は堅調に推移しましたが、2022年１月中旬の感染症再拡大に伴う全国的な重点措置

の影響を強く受け、稼働は低水準で推移しました。しかしながら、３月に重点措置が解除されて以降、４月にかけ

て徐々に持ち直しました。

当第２四半期連結累計期間においては、予定より前倒しで車両売却を実施した他、より柔軟に需要を取り込むた

めの運用体制構築に取り組みました。具体的には、モビリティサービス「タイムズカー」の可変モデル（１車室か

ら複数台を貸し出すモデル）により、需要に応じた最適な車両提供を行う運用システムの構築を進めております。

さらに、貸出場所であるステーションを307カ所開設し、ネットワーク強化を進めるとともに、タイムズカー公式ア

プリの機能追加により予約から鍵の解施錠、決済までを会員カードを取り出すことなく利用できるようにする等、

利便性の向上と車両１台当たり収益力の最大化を図りました。

　この結果、モビリティ車両台数は52,083台（前連結会計年度末比0.9％減）、会員数は1,845,260人（同7.0％増）

となりました。車両台数については、当連結会計年度は2021年10月期末の水準を維持し、車両１台当たりの稼働を

高める方針です。当事業の売上高（セグメント間の内部売上高を含む）は353億81百万円（前年同期比12.3％増）、

営業損失は98百万円（前年同期営業損失８億36百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比102億45百万円減少して3,093億82百万円となりま

した。主な減少といたしましては、現金及び預金を含む流動資産が85億77百万円、機械装置及び運搬具を含む有形

固定資産が50億32百万円となっております。

負債合計は、同326億５百万円減少し、2,705億90百万円となりました。主な減少といたしましては、長・短期借

入金が239億29百万円、未払金を含むその他流動負債が84億15百万円となっております。
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純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による減少６億30百万円、海外募集による新株式発行に伴

う資本金及び資本剰余金の増加251億36百万円、退職給付に係る調整累計額の減少13億62百万円等により、同223億

59百万円増加し387億92百万円となりました。

＜海外募集による新株式発行について＞

当社グループは、感染症拡大前から中長期成長方針として、人・クルマ・街・駐車場の「４つのネットワークの

拡大とシームレス化」を掲げており、感染症禍にあっても当方針は維持しております。

当社グループの業績は、感染症の拡大により甚大な影響を受けましたが、2021年10月期第４四半期からは四半期

毎に黒字化しており、全事業が回復傾向にあります。

今後の全事業の本格回復を見据え、機動的な成長投資を実行し、中長期的な成長を確実に推進するため、2022年

４月12日に海外募集による新株式発行を決議いたしました。資金使途としては、「シームレス化」に必要な当社グ

ループサービスの利便性向上や業務効率改善のためのアプリ等の開発、事業基盤システムの刷新等のデジタル投資

として約100億円、さらに、「４つのネットワークの拡大」のうちモビリティサービスの拡大に必要なモビリティ車

両（EV含む）の購入に約150億円を充当する予定です。

なお、当第２四半期連結累計期間末における株主資本は496億51百万円、株主資本比率は16.0％となっておりま

す。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べて86億13百万円減少し、828

億72百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、49億85百万円（前年同期比106億68百万円の減少）となりまし

た。主な内訳といたしましては、減価償却費等を加えた税金等調整前四半期純利益176億25百万円があった一方、未

払金の減少額69億72百万円、未払費用の減少額50億81百万円があったことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用したキャッシュ・フローは、75億35百万円（同97百万円の支出の増加）となりました。これは主

として、タイムズパーキングへの設備投資やモビリティ車両の取得などによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、74億14百万円の資金の支出（同427億６百万円の支出の増加）となりまし

た。これは主に株式の発行による収入があった一方、長期借入金及びリース債務の返済による支出があったことな

どによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年10月期の連結業績予想につきましては、「2021年10月期 決算短信」（2021年12月15日付）で公表した数

値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 92,044 83,135

受取手形及び売掛金 18,605 19,221

棚卸資産 1,997 2,183

その他 27,778 27,259

貸倒引当金 △1,242 △1,194

流動資産合計 139,183 130,605

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,407 29,770

機械装置及び運搬具（純額） 32,902 30,418

土地 25,746 25,747

リース資産（純額） 10,336 8,775

使用権資産（純額） 22,388 22,108

その他（純額） 6,046 5,973

有形固定資産合計 127,827 122,795

無形固定資産

のれん 17,005 18,110

契約関連無形資産 9,196 9,621

その他 4,975 5,705

無形固定資産合計 31,177 33,437

投資その他の資産

その他 21,439 22,185

投資その他の資産合計 21,439 22,185

固定資産合計 180,445 178,417

繰延資産 － 359

資産合計 319,628 309,382

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 560 542

短期借入金 16,034 16,974

1年内返済予定の長期借入金 30,533 20,900

リース債務 12,058 11,507

未払法人税等 3,163 4,242

賞与引当金 2,196 2,381

その他 53,362 44,947

流動負債合計 117,910 101,497

固定負債

新株予約権付社債 35,000 35,000

長期借入金 111,989 96,753

リース債務 22,679 21,190

退職給付に係る負債 22 －

資産除去債務 9,453 9,455

繰延税金負債 1,618 1,708

その他 4,523 4,985

固定負債合計 185,285 169,092

負債合計 303,195 270,590
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 20,171 32,739

資本剰余金 15,758 28,326

利益剰余金 △9,498 △10,158

自己株式 △1,255 △1,255

株主資本合計 25,175 49,651

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 130 122

繰延ヘッジ損益 △82 △37

土地再評価差額金 △1,035 △1,035

為替換算調整勘定 △5,954 △6,744

退職給付に係る調整累計額 △1,864 △3,227

その他の包括利益累計額合計 △8,806 △10,922

新株予約権 63 63

純資産合計 16,432 38,792

負債純資産合計 319,628 309,382
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年11月１日
　至 2021年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年11月１日
　至 2022年４月30日)

売上高 121,865 135,891

売上原価 104,655 106,207

売上総利益 17,209 29,684

販売費及び一般管理費 23,725 24,128

営業利益又は営業損失（△） △6,515 5,556

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 3 3

為替差益 40 －

未利用チケット収入 90 92

補助金収入 2 －

助成金収入 762 116

その他 183 297

営業外収益合計 1,088 515

営業外費用

支払利息 1,546 1,639

持分法による投資損失 112 －

為替差損 － 121

駐車場解約費 211 240

減価償却費 12 －

支払手数料 1,595 0

その他 91 120

営業外費用合計 3,570 2,122

経常利益又は経常損失（△） △8,998 3,948

特別利益

固定資産売却益 14 0

新株予約権戻入益 89 －

特別利益合計 103 0

特別損失

固定資産除却損 25 36

減損損失 59 －

臨時休業による損失 230 －

事業構造改善費用 75 －

リース契約関連損失 － 1,499

特別損失合計 389 1,536

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△9,283 2,413

法人税、住民税及び事業税 1,442 4,159

法人税等調整額 △1,766 △1,115

法人税等合計 △323 3,044

四半期純損失（△） △8,960 △630

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △8,960 △630
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年11月１日
　至 2021年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年11月１日
　至 2022年４月30日)

四半期純損失（△） △8,960 △630

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 △8

繰延ヘッジ損益 31 45

為替換算調整勘定 △1,479 △789

退職給付に係る調整額 △843 △1,362

持分法適用会社に対する持分相当額 34 －

その他の包括利益合計 △2,240 △2,115

四半期包括利益 △11,200 △2,746

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,200 △2,746
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年11月１日
　至 2021年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年11月１日
　至 2022年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△9,283 2,413

減価償却費 16,349 15,212

減損損失 59 －

のれん償却額 544 579

受取利息及び受取配当金 △8 △8

支払利息 1,546 1,639

固定資産売却損益（△は益） △14 △0

固定資産除却損 25 36

売上債権の増減額（△は増加） 19 △289

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,346 2,081

仕入債務の増減額（△は減少） 60 △33

未収入金の増減額（△は増加） 939 550

前払費用の増減額（△は増加） 2,558 △2,914

未払金の増減額（△は減少） △2,651 △6,972

未払費用の増減額（△は減少） 4,523 △5,081

設備関係支払手形の増減額（△は減少） 69 34

その他 2,128 △790

小計 20,211 6,457

利息及び配当金の受取額 8 8

利息の支払額 △894 △1,654

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,671 173

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,654 4,985

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6 △6

定期預金の払戻による収入 6 6

有形固定資産の取得による支出 △5,734 △5,556

有形固定資産の売却による収入 35 7

無形固定資産の取得による支出 △1,035 △1,338

長期前払費用の取得による支出 △634 △482

その他 △68 △164

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,437 △7,535

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,134 △44

長期借入れによる収入 49,299 121

長期借入金の返済による支出 △8,849 △25,585

リース債務の返済による支出 △7,350 △7,032

株式の発行による収入 60 25,134

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー 35,292 △7,414

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,066 1,042

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,575 △8,922

現金及び現金同等物の期首残高 55,269 91,795

現金及び現金同等物の四半期末残高 99,844 82,872
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

2022年４月27日を払込日とする海外市場における募集による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそれ

ぞれ12,568百万円増加しております。この結果、当第２四半期連結会計期間末における資本金は32,739百万円、

資本剰余金は28,326百万円となりました。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、サービス提供時にポイントを付与する自社のポイントプログラムにおいて、従来はサービスの提供

時に収益を認識しておりましたが、付与したポイントを履行義務として認識し、将来の失効見込み等を考慮して算

定した独立販売価格を基礎として取引価格を配分する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は246百万円減少し、売上原価は174百万円減少し、売上総利益、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ72百万円減少しております。また、利益剰余金の当

期首残高は29百万円減少しております。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時

期等を含む仮定について、重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2020年11月１日 至 2021年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

駐車場
事業国内

駐車場
事業海外
(注)１

モビリティ
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 72,919 17,514 31,431 121,865 － 121,865

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

2,395 － 66 2,461 △2,461 －

計 75,315 17,514 31,497 124,327 △2,461 121,865

セグメント利益又は損失(△) 8,280 △7,649 △836 △204 △6,311 △6,515

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の駐車場事業海外の△7,649百万円には、のれんの償却額△544百万円が含

まれております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

駐車場事業国内セグメント及び駐車場事業海外セグメントにおいて、駐車場設備について減損損失を認識い

たしました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては駐車場事業国内セグメント58百万円、

駐車場事業海外セグメント０百万円であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2021年11月１日 至 2022年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

駐車場
事業国内

駐車場
事業海外
(注)１

モビリティ
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 69,071 24,498 34,294 127,864 － 127,864

その他の収益 5,857 1,143 1,026 8,027 － 8,027

外部顧客への売上高 74,929 25,641 35,320 135,891 － 135,891

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

2,384 － 60 2,445 △2,445 －

計 77,314 25,641 35,381 138,337 △2,445 135,891

セグメント利益又は損失(△) 15,340 △3,437 △98 11,803 △6,247 5,556

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の駐車場事業海外の△3,437百万円には、のれんの償却額△579百万円が含

まれております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「駐車場事業国内」の売上高は58百万円

減少、セグメント利益は115百万円増加し、「モビリティ事業」の売上高及びセグメント利益は188百万円減少し

ております。

　


